
おおぜいの方々がサッポロクジラによりそってこられ
ました。
　2026年 5 月30日にオープンしたばかりのサッポロク
ジラホールでは、実物のサッポロクジラの頭骨を常設
展として見ることができます。また、サッポロクジラ
に関わった方々の「想い」をテーマとして活躍を紹介
するパネルを展示しています（図 2）。ぜひ、札幌市
博物館活動センター（札幌市、豊平区）にいらしてく
ださい。

はじめに
　前回は、サッポロクジラの発見、発掘、クリーニン
グ、研究に関わられた方々の「活動」と、その活動に
関わったおおぜいの方々の「想い」について紹介しま
した。化石の発見、発掘、クリーニング、研究と、お
おぜいの方々が長い時間かけてとりくみ、ついにサッ
ポロクジラは新種になり展示になって、さらにおおぜ
いの方々の目にふれるようになりました（図 1）。
　おもえば「これってすごい」ことです。「知りたい」
「後世に残したい」「ひとびとに伝えたい」そう想い、
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図 1 　サッポロクジラの復元画、前回ご紹介した北海道の足寄動物化石博物館の新村龍也学芸員の作。Cited from Tanaka et al.（2025）.
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ようなクジラなのか、これまで知られている化石種と
比べていくうちに「あれ、サッポロクジラは化石とし
て見つかった部分の多さで考えると、セミクジラ科と
しては世界一だぞ」と気がつきました。
　実は、いままでセミクジラ科の化石はいくつか知ら
れていますが、サッポロクジラほど良い保存状態のも
のはありませんでした。そのため、昔のセミクジラ科
がどのような体つきだったかよくわかっていませんで
したが、サッポロクジラによって意外と細い体つきで
あったことが明らかになりました（図 1）。現代のセ
ミクジラ科とは大きな違いです。サッポロクジラにつ
いては私たちはさらに研究を進めており、セミクジラ
科の進化についてもっと詳しいことがわかるようにな
ると期待しています。
　ところで、札幌市からはサッポロクジラだけでなく、
サッポロカイギュウという 7メートルクラスのカイ
ギュウ化石も見つかっています（図 4）。サッポロク
ジラは全長12.7メートルだったと考えています。その
ようなことから、およそ900から800万年前の札幌市に
は巨大な海のほ乳類たちがくらしていたこともわかっ

　今回は、札幌市博物館活動センターのイチオシ化石
を紹介しつつ、当センターを見にいらした方々の「想
い」を読者のみなさんに紹介し「博物館文化」につい
て広く考えてみたいと思います。

札幌市博物館活動センターの展示をみた方々の想い
　おおぜいが関わったサッポロクジラについて、研究
の結果「世界一」の保存状態だということがわかりま
した（図 3）。なにしろ、頭から腰のあたりまで連結
した状態で見つかったのです。サッポロクジラがどの
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図 2 　サッポロクジラホール。札幌市博物館活動センターの展示

図 3 　サッポロクジラの保存部位（濃い色）を示す図。
Cited from Tanaka et al.（2025）.
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札幌市博物館活動センターに来てくださった方々の
メッセージを読むと、次のような「想い」があること
に気がつきます。
・見たい、知りたい、理解したい
・その過程で得た感情の動きを誰かと共有したい
・心に刺激を得たい
　ひとびとが成長し、健康な心を維持する上で良い刺
激が必要とされています。札幌市博物館活動センター
もそのような刺激を得る場となっていたらうれしいこ
とだと思います。

てきました。こんな大昔のこと、ふだんはあまり意識
しないと思いますが、札幌市博物館活動センターでは
実物の化石とともに、太古の札幌のことを想像し、楽
しむことができます。
　そんな札幌市博物館活動センターを見にいらした
方々の「想い」をご紹介したいと思います。2024年に、
札幌市博物館活動センターにメッセージボードという
展示コーナーを設けました（図 5）。見た目はただの
ホワイトボードとフセンなのですが「ひとびとの想い
を形にしてくれる重要な仕組み」だと思っています。

図 4 　サッポロカイギュウの骨格。札幌市博物館活動センターで展示として見ることができます

図 5 　札幌市博物館活動センターのメッセージボード。当センターを訪れた方々の想いが形になっています
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くらしのなかに博物館
　ところで、文化という言葉には、広い意味と狭い意
味など、さまざまな意味があります。ひとびとの日常
生活における行動や判断の基準としての「文化」とい
う言葉の使い方もあります。
　私が思う「博物館文化」は「くらしのなか」に博物
館があることです。「くらしのなかに博物館って、どん
なかんじ？」と思われる方もいると思います。札幌市
博物館活動センターに来てくださった方々のメッセー
ジは、博物館のあるくらしを考える上で、深い洞察を
与えてくれます。それは「見たい」「知りたい」「理解
したい」「その過程で得た感情の動きを誰かと共有した
い」「心に刺激を得たい」という想いでした。ここに現
れる心の動きは、衣食住とはちょっと異なるものの、
人間としての欲求といってもいいと思います。特に、
心の刺激、あるいは心の栄養素といってもいいかもし
れませんが、博物館でとりこむことができるのです。
　ぜひ、通いやすく、ご自分にとって居心地の良い博
物館を見つけ、足しげく通って見ることをオススメし
ます。博物館はスルメのように長くじっくり味わえま
す。同じ展示を何度見ても良いのです。見る側の心境
が変わると、気がつくことも変わります。心に受けた
刺激をじっくりと味わってみると、すでにくらしのな
かに博物館があることでしょう。

博物館文化とは
　このように考えてみると、博物館文化とは特別なこ
とにかぎりません。週末どこに行こうかな？と思う行
き先のなかに博物館が入っているとか、文化的に豊か
なくらしに博物館は欠かせない、と思う方々がいるこ
とが博物館文化があるということだと思います。その
ようなひとびとの想いがあってこそ博物館文化が成り
立つため、博物館文化は「モノ」や「場」だけでは成
り立ちません。つまり、博物館文化を維持するために
は、いくつかの要素をそろえていく必要があるのです。
それらの要素のなかでも、博物館文化を維持し、成長

させるには、まず「想い」を持つ「人」が不可欠だと
思います。
　最後に、北海道の化石と博物館に興味を持っていた
だき、「ほっかいどう学」にシリーズを組んでくださっ
た北海道開発協会に感謝します。本誌はオンラインで
誰もがどこからでも読むことができますので、北海道
だけでなく、日本や世界の博物館文化がさらに育つこ
とにつながることを願っています。ぜひ、お近くの博
物館に遊びに行ってみて、良いところを見つけて、友
人・知人にオススメいただけたらと思います。クチコ
ミの力は非常に強いものだと思います。この機会に博
物館のあるくらしを通して、博物館文化を育てる仲間
になっていただけたら、喜びもヒトシオです。

◆さらに興味のある方へ◆
　サッポロクジラの研究や企画展に関わった北海道大
学総合博物館のボランティアのみなさんの活動と想い
については、読み物として田中（2026a）でご紹介し
ています。沼田町化石館や足寄動物化石博物館など北
海道にある古生物系ミュージアムの設立に関わった
方々の想いについては論文として、田中（2026b）で
紹介し学芸員と博物館の関わりについて考察していま
す。どちらもウェブ上で無料で読むことができます。
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